
 一両日中には雨季が明けるという 9月は

じめ、私はカトマンズ空港に降り立ちまし

た。初めてのネパール行きから 27 年目、

前回からは 15 年ぶり 6 度目の訪ネです。

80歳を過ぎてもう最後の機会だと思い、出

かけたのですが、久しぶりのネパールはネ

パールの厳しい現実を目の当たりにする旅

でした。 

目で見たり、ネパールの友人たちとの話

から、民主共和国になったとはいうものの

未だ政情不安定の中で多くの悩みを抱えて

いる人々の姿が胸に迫ります。 

2643 万人の国民の約 31％、800 万人の

人たちが 1日１ドル以下の暮らし。国民所

得 470 ドルと日本の 80 分の１という経済

状況の中で、5歳から 14歳までの子供のう

ち男子の 36％、女子は 48％が砂利運びと

かメイドなどで働いている現実。就学もま

まならず女子の識字率は未だ 24％という

低さ。私たちミランクラブが就学支援活動

を始めた 20年前は 14％といわれていまし

たから、信じ難い教育の遅れです。 

一方、大変なお金がかかるといわれる私

立学校に子弟を通わせ、家では家庭教師、

大学ともなればイギリス、アメリカやオー

ストラリアに留学という富裕層も増えてい

るという猛烈な格差社会になっているのは

ネパールもご多分にもれません。 

27年前、カトマンズは人口 70万と聞き

ましたが、今や 400万といわれます。1996

年以来のマオイストによる内戦状態から、

地方の人たちがカトマンズへ逃げ込んで来

たのが原因といいますが、その人口爆発で

カトマンズの街は車、バイク、自転車、人

人人で道路は大渋滞。身動きのならない様

相です。そして物価の高騰に加え、泥棒な

ど犯罪の激増、若者の荒っぽい行動など、

友人たちから聞こえてくる話でした。 

そんな中でミランクラブネパールは地

道な活動を続けています。小高い敷地から

田園風景や緑の山が一望される、素晴らし

いロケーションのダルマスタリ学園村では、

元気な子供たちが明るい笑顔で私を迎えて

くれ、各クラスの授業を参観しました。校

舎に隣接する図書館と寄宿舎、図書館の本

棚に並ぶ図書も増え、職業訓練の教室では

裁縫の実習に励んでいるところでした。休

憩時間には校庭の滑り台や遊具で遊びます。

校庭は今は草むらですが、マリ副理事長は

整地をして運動器具をそろえ、体育の時間

も充実したいと考えています。 

 

 

寄宿舎の部屋 

ラストチャンスのネパール 
木村晴也 



 

図書館の図書 

 

 

校庭で遊ぶ子供 

 

問題は学校経営で、ミランクラブジャパ

ンの会報（8，9月合併号）で紹介している

通り、他校に比べ安い費用で通学できるよ

うに努力しているものの必要経費もインフ

レの中で増え、厳しい状況にあります。 

また同じように物価の高騰でスカラシ

ップも現在の支援は現状に合わなくなって

いて、MCN からは奨学金の改正について

も要望がなされました。 

ネパールの子どもたち、女子だけでなく

男子も含めて全ての子供たちに教育の機会

が与えられるのはいつなのか？まだまだ厳

しい状況です。 

日本だけでなく世界のたくさんの NGO

などが学校を建てています。過日、あるア

メリカ人が 9 年間に 26 億（円）を集め、

ネパールだけではありませんが、アジアの

発展途上国に 765の学校と 7040の図書館

を建てた、とマスコミに取り上げられまし

た。日本で有料老人ホームや料理店などを

経営する企業家はネパールとカンボジアに

73の学校を建てています。このような例は

それこそ 10指に余ります。 

なのに就学できず識字率が上がってこ

ないのはなぜでしょうか？ 

（統計数字はユニセフ《カトマンズ人口以

外》） 
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